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産学官連携により，基盤技術をもつ中小企業を開発型企業に変換させ，後継者が担うべき新規
グローバルニッチトップ技術を開拓し，社内ベンチャーとして事業化させる。これで多くの上場企業を
輩出し産業を振興する。
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ものづくりイノベーション
研究所

クロスリンカー
大学シーズや大企業ニーズ
を中小企業の新規事業にま

で発展させる。

大阪府立大学新産学官連携推進モデル
～OPF構築に向けた大阪府立大学の新体制～

大学の先端シーズとオープンイノベーションで
のニーズを翻訳し、技術を持つ中小企業が新
規事業とするように動機付けできる人材。


